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1．はじめに
本報告（特集）は，2025年11月28日に開催され

た「雪かき道場 20年 全国交流会」の内容を整理
し，その成果と今後の展望を示すものである。交流
会には，全国の分家道場，地域団体，行政，企業，
大学から関係者が集まり，雪かきを通じた地域づく
り，除雪安全対策，企業・行政との協働，多地域
ネットワークの形成などの実践が共有された。本報
告では，第1部～第5部の議論を記述し，雪国の地
域力向上に寄与する「雪かき道場」の役割と，今後
の10年に向けた課題を総括する。

2．開催概要
2025年11月28日，長岡震災アーカイブセンター

「きおくみらい」大ホールにおいて，「雪かき道場
20年 全国交流会」が開催された（図 1）。本交流会
は，2005年に始まった「雪かき道場 1-3）」が20周
年の節目を迎えるにあたり，これまで地域とともに
積み上げてきた取り組みを振り返り，次のステージ
に向けた新たな連携と交流を深めることを目的とし
て実施されたものである。雪かき道場に関わってき
た住民，地域団体，企業，行政，そして全国の仲間
が一堂に会し，これまでの歩みと今後の可能性につ
いて活発な意見交換が行われた。
主催は長岡技術科学大学 地域防災実践研究セン
ターおよび越後雪かき道場で，共催にはNPO中越
防災フロンティア，中越防災安全推進機構が名を連
ねた。また，国土交通省，新潟県，長岡市，新潟県
融雪技術協会，新潟県地中熱利用促進協議会，日本

雪工学会，株式会社興和，東京電力HDから後援を
受けて開催された。

3．開催趣旨
越後雪かき道場は，2005年12月から2006年1月
にかけて起きた「平成18年豪雪」の経験を踏まえ
て，2006年12月に発足した組織（任意団体）であ
り，除雪安全と除雪救援をミッションとしている。
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地域住民と外部ボランティアが除雪で安全に協働で
きる仕組みづくりを目指し，雪国の伝統的な除雪技
術を体系化し，ボランティアの育成と地域の受援力
向上に寄与してきた。20年間にわたり蓄積された

“雪かき文化”の継承や地域間連携の広がりは，除
雪事故の減少や地域福祉向上に貢献しており，平成
30年防災功労者 内閣総理大臣表彰（2018），地方
自治法70周年記念自治功労者 総務大臣表彰

（2017）など多数受賞している。
本交流会では，こうした歩みを振り返るとともに，
各地域に生まれた「分家」や企業との協働，行政と
の連携，若手による新たな取り組みを共有し，雪か
きを通じた地域づくりの未来像を描く機会とした。

4．プログラム
本交流会のプログラムを以下に箇条書きで記す。

第 1 部：オープニング（13：00～13：30）
・開会あいさつ（上村靖司）
・20年のあゆみスライドショー
・代表あいさつ

第 2 部：雪かき道場 20 年を振り返るリレートーク
（13：30～15：10）

・北海道開発技術センター
　小西信義氏（雪はねツアー）
・山形県尾花沢市・尾花沢社会福祉協議会
　二藤部久三氏（雪かき塾他）
・三菱ＨＣキャピタル株式会社
　井口優里穂氏（企業CSR他）
・山形県酒田市・日向コミュニティ振興会
　工藤志保氏（CSRコラボ他）
・長野県長野市鬼無里地区住民自治協議会
　吉田廣子氏（分家）
・群馬県片品村・片品社会福祉協議会
　千明長三氏（分家）
・糸魚川市西海地区
　小川紀生氏（分家）
・長岡市山古志・中越防災フロンティア
　星野奈都子氏（YUBO）
・長岡市山古志・山古志住民会議
　竹内春華氏（デジタル村民プロジェクト）

・兵庫県香美町社会福祉協議会
　瀬戸浦初美氏（道場開催地）

第 3 部：企業・行政とのコラボレーション
（15：20～16：20）

・除雪ボランティア「スコップ」との連携
　新潟県地域政策課　佐藤杏有子氏
・安全ハシゴの共同開発
　長谷川工業㈱　杉木道明氏
・アンカーの普及啓発
　新潟県建築住宅課　須藤浩志氏
・アンカー金具の共同開発
　有限会社 鈴文　鈴木一氏
・アンカー試作・普及啓発
　有限会社 ワタナベ建築　渡辺昇平氏

第 4 部：雪かき道場，次の 10 年に向けての討論会
（16：30～17：30）

・国土交通省国土政策局地域振興課長
　石井秀明氏（国の目指す方向性）
・長野市鬼無里地区住民自治協議会事務局長 
　吉田廣子氏（豪雪過疎地域の現状と未来）
・NPO中越防災フロンティア
　田中康雄（豪雪過疎地域の現状と未来）
・中越防災安全推進機構
　諸橋和行（新潟県内の克雪計画づくり）
・越後雪かき道場・代表
　上村靖司（司会進行）

第 5 部：交流会（18：00～20：00）
　

写真 1に講演会場の様子を示す．第1部のオープ
ニングでは，越後雪かき道場代表であり長岡技術科
学大学 地域防災実践研究センター副センター長の
上村より，これまでの 20年を象徴するスライドと
ともに開会挨拶が行われ，会場全体が温かな雰囲気
に包まれた。
第2部では「雪かき道場 20年を振り返るリレー

トーク」と題し，全国の分家道場や地域団体，企業
などから 10名の登壇者が次々と講演し，それぞれ
の現場で育まれた実践を共有した。北海道・山形・
長野・群馬・新潟・兵庫といった広範な地域から集
まった仲間たちの発表は，雪かき道場が単なる研修
の枠を超えて地域をつなぐ役割を担っていたことを
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示唆した。
第3部では雪かき道場と企業および行政との協働
事例が紹介され，安全なハシゴの共同開発や命綱ア
ンカーの普及啓発など，技術と制度の両面から除
雪・屋根雪下ろしの安全向上に取り組む事例が報告
された。
続く第4部では「雪かき道場，次の10年に向け

ての討論会」が行われ，国土交通省，地域自治組
織，NPO，研究者らによる多様な視点から，雪国
の未来像や地域課題について議論された。高齢化や
人口減少が進む中で，地域ごとの創意工夫と，越境
した連携の必要性が強調された。
最後に，第5部として懇親会が開催され，登壇

者・参加者が垣根なく意見や想いを交わす場となっ
た。「雪かき」という共通項のもと，世代や地域を
超えた自然な交流が広がった。以下に各部の内容を
詳述する。
また，講演会場の外では，アンカー取付金具，雪写真 1　 講演会場の様子

写真 2　� �展示品　左上から「アンカー取付金具」，「雪中埋設型アンカー」，「安全帯とスノーダンプ（エア
スライダー）」，「ハシゴ（ハードルラダー）」，「歴代のスタッフジャンパー」
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中埋設型アンカー，安全帯とスノーダンプ（エアス
ライダー），ハシゴ（ハードルラダー），歴代のス
タッフジャンパーが展示された（写真 2 ）。

5．第 1 部：オープニング
第1部は，上村による開会あいさつを中心に進行
した（写真 3）。会場スクリーンには，平成 18年豪
雪や，それ以前の昭和38年，昭和56年などの記録
的な豪雪の写真が映し出され，雪国の苦難と克雪の
歩みを象徴的に示していた。
上村は，平成18年豪雪で152名もの命が失われ，

その約3分の 2が高齢者だったこと，また多くが単
独での除雪中に事故に遭ったことを紹介し，当時の
地域の危機感が「雪かき道場」誕生の大きな原点に
なったと語った。
さらに，当時は「雪なんか春になれば融ける」

「人に頼るな」といった社会的偏見が存在し，外部
ボランティアを受け入れる土壌も成熟していなかっ
たことが紹介された。一方で，「地域内外の協力な
くして，高齢化が進む雪国の除雪は成り立たない」
という問題意識が共有された。
続けて，2006年に山古志で始まった「第1回越後
雪かき道場」の映像が流れ，雪国の暮らしを支える
ための“雪かきの技術・心得・文化”を体系化し，
ボランティアにも安全に伝えるという，新しい地域
実践モデルがどのように形づくられていったのかが
紹介された。
最後に上村は，「“雪かき道”は，雪国の人々が長

い時間をかけて磨いてきた“知恵”であり，これを
後世に伝える場が“雪かき道場”である」と述べ，
20周年を迎えた節目に向けた感謝の言葉とともに，

次の10年への期待を込めて第1部を締めくくった。
 

6．第 2 部：20 年を振り返るリレートーク
第2部では，全国各地で雪かき道場と関係しなが
ら地域づくりに取り組んできた実践者が登壇し，計
10名によるリレー形式の発表が行われた。それぞ
れの地域事情や取り組みは異なりながらも，「雪か
き道場との関りが地域を変える力になった」という
共通のメッセージが響き合った。

6 - 1　小西信義氏（北海道開発技術センター）
演題：「越後雪かき道場」から教えてもらった3つ
のこと
兵庫県出身の小西氏（写真 4）は，北海道大学で

文化人類学を学び，「雪そのもの」ではなく「雪かき
をする人びと」を研究対象としてきた。北海道岩見
沢市の旧炭鉱町で，黙々と雪かきを続ける住民の姿
に心を動かされ，「雪かきを通して，人はどう助け
合うのか」という問いを一貫して追いかけてきた研
究者である。現在（全国交流会開催時）は北海道開
発技術センターで，地域生活圏の維持や雪かき道具
の実態調査，雪下ろし事故や道路除雪オペレーター
の担い手不足など，雪と暮らしをめぐる幅広いテー
マに取り組んでいる。
転機となったのは，記録的豪雪の岩見沢で目の当

たりにした死傷事故と自衛隊派遣を伴う「悲しい雪
かき」の現場から，越後雪かき道場で出会った「楽
しい雪かき」の世界観への対比であった。修了証や
記念撮影，笑顔あふれる雰囲気に触れた経験を札幌
に持ち帰り，「雪かき×観光」「雪かき×学び」「雪
かき×企業研修」など，雪かきと他の要素を掛け合

写真 3 　主催者による開会あいさつ 写真 4 　小西信義氏
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わせたボランティアツアーを岩見沢市美流渡地区だ
けでも 6年間で 18回実施した。
コロナ禍では，高齢者への調査から「同じ地域の
人は歓迎だが，県外ボランティアは遠慮したい」と
いう複雑な意識を可視化し，全国の仲間とオンライ
ンで議論を重ねて「withコロナ期の雪かき活動ガ
イドライン」（日本雪工学会除雪安全行動研究委員
会発行）の策定を主導した。講演の結びとして小西
氏は，越後雪かき道場から学んだ「世界観」「連帯
感」「逆転の発想」の三つを挙げ，「雪問題は雪国の
特権であり，地域を開くチャンスでもある」と諸橋
4）の言を引用しながら語ったうえで，自身はこれか
らも中間支援者として，地域の自立に寄り添いなが
ら伴走していきたいと締めくくった。

6 - 2 　二藤部久三氏（尾花沢市社会福祉協議会）
演題：尾花沢市除雪ボランティアセンター＆雪かき
塾の効果
日本有数の豪雪地・山形県尾花沢市で，二藤部氏

（写真 5）は社会福祉協議会を中心に「除雪ボラン
ティアセンター」を立ち上げ，その歩みを報告し
た。平成24年に設置されたセンターは，水害や地
震時の災害ボランティアセンターとは異なり，「ボ
ランティアを現場に送り出す」のではなく，「地域
の中に入れていく」という発想が特徴である。ス
コップを用いた除雪に不慣れな外部ボランティア
を，地元の熟練者と同じ班に組み込んで活動するこ
とで，安全と技術継承，交流を同時に生み出す仕組
みとした。行政・学校・建設業協会・シルバー人材
センターなど多様な主体が関わり，活動日はイベン
ト型に絞ることで運営負担を抑えつつ，作業後には
名物「ひっぱりうどん」を囲む交流も組み込まれて
いる。

13年間の蓄積のなかで，支援対象世帯354世帯，
除雪ボランティア延べ2,170名，地域住民1,777名，
合計約4,000人がこの仕組みに関わった。地域住民
自身の参加が増え，「共助」への意識が高まったこ
と，外部との交流を通じて「受援力」が鍛えられた
ことが大きな成果として示された。
さらに，尾花沢ならではの特徴として，中学生を
対象とした「雪かき塾」がある。建設業者のプロが

中学生と一緒に雪かきを行い，安全な道具の扱い方
や服装，作業の段取りを実践的に教えるプログラム
である。参加した中学生全員が感想文を提出し，県
がそれを冊子化して公表することで，子どもたちの
学びと地域への誇りが可視化されている。近年は積
雪が少ない年に「雪害セミナー」も併せて実施し，

「一人作業の危険性」や「家族で雪下ろしを話し合
うこと」の重要性を伝えている。二藤部氏は，最後
に「最後に写るおばあちゃんの笑顔こそ，私たちの
活動の答え」と述べ，地道な雪かき支援が地域づく
りへと確実につながっていると結んだ。

写真 5　 二藤部久三氏

6 - 3　井口優里穂氏（三菱ＨＣキャピタル株式会社）
演題：企業の社会貢献活動としての役職員による雪
かきボランティア
三菱ＨＣキャピタル株式会社は，総合リース・金

融を主業とし，国内外に約8,000人の従業員を抱え
る上場企業である。同社は「環境」「人づくり」「福
祉・健康」「安全・安心」「地域貢献」を重点分野に
社会貢献活動を展開しており，その一つとして豪雪
地帯での雪かきボランティアに継続的に取り組んで
いる。
きっかけは，北海道出身の社長の「雪国の高齢者

が除雪で困っている現状に，企業として応えたい」
という思いだった。豪雪地の自治体や団体へのヒア
リングを重ねる中で越後雪かき道場と出会い，山形
県尾花沢市を主なフィールドに，2019年から本格
的な雪かきボランティアを開始した。2018年の夏
には事前交流を目的にスイカ農家の手伝いを行い，
地域との信頼関係づくりを先行させている。
その後，暖冬やコロナ禍での中断を挟みつつも，
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オンライン交流会実施など交流を続け，2023年以
降は活動を再開・拡大し，尾花沢市に加えて大石田
町，戸沢村など複数の自治体で，計4日間の日程で
約60名の社員が雪かきと交流に取り組んでいる。
初年度の2019年には越後雪かき道場の初級コース
修了証，以降は自治体からの活動証明が発行され，
社員にとって「自分たちの活動が社会に役立ってい
る」という実感を高める仕掛けにもなっている。ア
ンケートでは「活動に意義を感じた」が100％，

「次回も参加したい」が98％と非常に高い満足度を
示し，参加者の多くが活動地を「第二のふるさと」
と感じるようになっているという。
井口氏（写真 6）は，雪かきボランティアが企業

側には人材育成や社会課題への感度の向上，地域側
には担い手確保や関係人口の増加という相互の利益
をもたらしていると強調した。今後は2026年にか
けて，活動地域を5市町村に広げ，中学生との共同
作業も視野に入れている。最後に，自身の夢として

「雪かき道場・丸の内支部」を立ち上げたいと語り，
企業の社会貢献としての雪かきが，他社にも広がっ
ていくことへの期待を示した。

写真 6　 井口優里穂氏
 

6 - 4　工藤志保氏（酒田市日向コミュニティ振興会）
演題：雪かきで地域が育つ　日向ささえあい除雪ボ
ランティアと雪かき
酒田市日向地区は人口約 780人の特別豪雪地帯
で，同じ地区内でも屋根雪下ろしの頻度が大きく異
なる多様な集落から成る。工藤氏（写真 7）は，日
向コミュニティ振興会を中心に，酒田市の公的な生
活道路や要援護世帯の玄関から公道までの除雪支
援，日向ささえあい除雪ボランティアの一斉除排雪

や企業コース，さらに地元住民の有償ボランティア
などを組み合わせた多層的な除雪体制を整えてきた
歩みを紹介した。
出発点は平成24年の「支え合い研修会」で，地

域課題の一つとして「除雪ボランティアの場づく
り」と「防災マップづくり」が掲げられたことだっ
た。中学野球部など若者の参加に支えられて初めて
の一斉除雪を実施したところ，高齢者からは「人が
少なくて寂しい冬に，たくさんの人が来てくれて本
当に嬉しい」という声が多く寄せられた。中学生た
ちも「一人だと大変な除雪も，みんなでやると楽し
い」「人の役に立てて嬉しい」と語り，除雪そのも
の以上に「人が来ること」「話すこと」の価値が浮
かび上がった。以後，餅つきと交流会をセットにし
たスタイルが定着し，「労力として消費されるボラ
ンティア」ではなく，互いが楽しみを分かち合う場
として続いている。
活動の拡大とともに浮上したのが，安全と道具の

課題である。国交省モデル事業を活用して用具を整
備し，越後雪かき道場と連携して雪かき道場や除雪
安全シンポジウム，雪を語る会など多様な学びの場
を開催したことで，「安全を言葉にして共有する文
化」が地域に根付き始めた。一方，一斉除排雪で水
路を詰まらせた失敗からは，人数重視ではなく質や
方法を見直す必要にも気づき，ボランティアの人数
を減らして企業コースなどの対応で回数を増やすな
ど柔軟な運営へ転換している。
また，水路転落事故を機に危険箇所マップづくり

と着色した雪を流す実験で流速を可視化し，高齢者
にも「ここに落ちたらとても危ない」という感覚を
共有してもらった。滑雪シートや「らくらく雪す

写真 7　 工藤志保氏
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べーる」，ウェアラブル端末による心拍・位置情報
管理など，技術と安全を結びつける取り組みも進ん
でいる。工藤氏は，近隣の三瀬地区との「労力交
換」や全国の雪かき仲間からの支援に触れつつ，

「屋根に上らない雪下ろし」という次の課題に向け
て，企業や他地域と連携しながら「昨日のあり得な
いを，明日の当たり前に変えていきたい」と結んだ。

6 - 5　吉田廣子氏（長野市鬼無里地区住民自治協議会）
演題：鬼無里の 10年を振り返って
特別豪雪地帯である長野市鬼無里地区は，高齢化
率が60％超で，1～2人暮らしの高齢世帯が多い山
間の盆地である。大雪時には高齢者が危険を承知で
屋根に上がらざるを得ない現実が続いていた。そん
な中，研修先で「お金を払って雪かきを習い，イベ
ントにしている地域がある」と聞き，「雪かき道場」
の存在を知った職員たちが，ほとんどアポイントも
取らずに上村先生のもとへ押しかけ，「鬼無里でも
道場をやらせてほしい」と直談判したことが出発点
となった。

2016年に初めて鬼無里雪かき道場を開催すると，
定員 30名に対して50名以上が参加し，座学・安全
講習・実技・交流会と，郷土食のおやきや「大根引
き」を振る舞う鬼無里らしいスタイルが好評を博し
た。2019年には「のれん分け」を受けて分家とな
り，コロナ禍や少雪年でも「雪がなくても何とかや
る」の精神で，安全講習や屋根雪下ろし講習を続け
てきた。
この10年で，地域が力を入れてきたのは三つの

安全対策である。第一に「雪下ろし10か条」や，
夏のうちに家の危険箇所や設備位置を書き込む「除
雪住宅カルテ」，鬼無里の師範が出演する啓発ビデ
オなどを通じて，安全意識を日常的に見える化した
こと。第二に，アンカー金具を地元工務店と開発
し，見学会を開くことで理解を広げ，十数件での設
置と安全帯の個人購入を促してきたこと。第三に，
長野市の有償ボランティア「除雪支援員」の待遇改
善と世代交代に働きかけ，1時間2,000円の報酬と
若い担い手の募集につなげたことである。
近隣の戸隠や飯山とも連携が進み，鬼無里の経験
を共有する中で，「きなさプライド」と呼ばれるふ

るさとへの誇りも育まれてきた。吉田氏（写真 8）
は，「安全な雪下ろしを今年も来年も続けられるよ
うに，そして制度面でも雪国の暮らしがきちんと守
られるように」と願いながら，今後も活動を続けて
いく決意を述べた。

写真 8　 吉田廣子氏
 

6 - 6　千明長三氏（群馬県片品村社会福祉協議会）
演題：上州雪かき道場
群馬県片品村は，福島・栃木・新潟に接する山間

部に位置し，「関東唯一の特別豪雪地帯」として知
られる。千明氏（写真 9）は，災害支援の経験から

「雪かきも大きな地域課題だ」と感じ，雪かきの体
制づくりに取り組んできた。

2019年の福祉計画づくりの座談会では，住民か
ら雪に関する困りごとが相次いで挙がり，翌年，地
区ごとに自分たちの地域を守る「片品スノーバス
ターズ」が結成された。社会福祉協議会はボラン
ティア保険と燃料代助成のみを担い，誰をどのよう
に手伝うかは地区の自主判断に委ねることで，「自
分たちの地区は自分たちで守る」仕組みを意識的に
デザインしている。
一方，2013年に中越での豪雪災害の支援に参加

し，長岡市の雪の量と気温の違い，人力除雪の限界
を体感した千明氏は，丸紅基金などを活用して軽ト
ラックや大型除雪機を導入するなど，装備の充実に
も努めてきた。2014年の関東豪雪では前橋市で初
の除雪ボランティアセンター立ち上げを支援し，

「雪の少ない地域こそ，事前に雪かきの経験が必要
だ」と痛感。国交省モデル事業を通じて講演会や除
雪体験会を実施し，豪雪地の知見を平地の防災にも
活かそうとしてきた。
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これらの流れの中で誕生したのが「上州雪かき道
場」である。関東初の雪かき道場・二番目ののれん
分け支部として2016年に第1回を開催し，「安全な
雪かきを学ぶ道場」として，少雪やコロナによる中
断を挟みつつも継続してきた。一連の活動は「第
26回（令和3年度）防災まちづくり大賞 消防庁長
官賞」や「令和4年防災功労者内閣総理大臣表彰」
を受賞し，高い評価を受けているが，千明氏はそれ
を「全国の雪かきファミリーのおかげ」と位置づけ
る。片品村から，関東の雪国としての防災・除雪の
モデルを発信しつつ，「毎年の防災訓練としての雪
かき道場」を今後も続けていきたいと語った。

写真 9 　千明長三氏
 

6 - 7　小川紀生氏（糸魚川市西海地区）
新潟県糸魚川市西海地区は，日本海から山地まで
細長く伸びる地形で，中間部で 1～1.5m，山間部
で2～2.5mの積雪が日常的に生じる豪雪地である。
生活圏の真後ろに山が迫るため，屋根雪下ろしの負
担が大きく，平成10年には行政とは別に独立した

「西海地区除雪協力会」が立ち上げられた。自治会
と公民館が主体となり，高齢者世帯の屋根雪を地域
で支える，屋根雪専門の組織が 20年以上続いてい
ることが特徴である。
雪かき道場との出会いは平成 27年の上村先生の
講演会で，その後，川口道場や安全シンポジウムに
参加し，プログラム構成や安全対策を学んだ。学び
からほどなく糸魚川での雪かき道場の開催が決ま
り，夜の交流が盛り上がりすぎて怒られるほど地元
の主体性が発揮されたというエピソードも披露され
た。国交省モデル事業に採択されたことで，安全帯
やロープなど屋根作業用の装備を整え，平成31年

にはのれん分け支部として糸魚川単独の道場を初開
催。地元の土木・建設会社に重点的に参加を呼びか
け，担い手育成に力を注いできた。
実務面では，7人の民生委員が毎年 10月末までに

「屋根雪を下ろしてほしい世帯」と「協力して下ろ
す人」を戸別に把握し，名簿を作成する。冬に雪下
ろしが必要になった世帯は民生委員に連絡し，委員
が協力者に声をかけて段取りを組む。希望世帯は毎
年55～60件，協力者も50～60人規模だが，多く
が高齢化しており，若い担い手として消防団員に働
きかけているのが実情である。
安全対策としては，固定アンカー設置が費用面か

らなかなか進まない現実を踏まえ，45cm角の仮ア
ンカーパネルを雪に埋め込み，ロープを張って水平
ライフラインを仮設する「応急的な命綱」を考案
し，ここ数年運用している。小川氏（写真 10）の
報告は，行政に頼り切らない住民主体の屋根雪下ろ
し体制と，現場の知恵を凝縮した安全工夫を通じ
て，豪雪地・西海の「地域の底力」を浮かび上がら
せるものとなった。

写真 10 　小川紀生氏
 

6 - 8　星野奈都子氏（中越防災フロンティア）
演題：YUBO　有償ブースターマッチングシステム
中越防災フロンティアは，雪かき道場の事務局と

して山古志を拠点に，安全な雪下ろし技術のテキス
ト化や広域ボランティアの普及を進めてきた。一方
で，立ち上げから 10～20年が経過するなかで，

「講習よりも実際に雪を下ろしてほしい」，「三人で
やる作業を二人で続けている」といった現場の声が
強まり，イベントとしての道場だけでは支えきれな
い日常の大雪に対応する仕組みが求められるように
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なった。
そこで生まれたのが有償ブースターマッチングシ
ステム「YUBO」である。LINE公式アカウントを
通じて，地域の共助組織と「ブースター」と呼ばれ
る有償除雪者をマッチングし，「あと一人足りない」
現場にピンポイントで人材を送り込む。共助組織は
1軒あたり2,000円程度をブースターに支払い，無
料ボランティア特有の「申し訳なさ」や過剰なもて
なしの負担を軽減する狙いもある。中越防災フロン
ティアは有料職業紹介事業所として登録し，安全確
認やマッチング，シーズン終了後の紹介手数料精算
などを担っている。
導入当初は，集落から「まだ大丈夫」，「何をさせ

られるのか分からない」といった不安もあったが，
4～5年の試行を経て，「回数を重ねれば素人でも上
達する」，「男女差はあまり関係ない」，「人数さえそ
ろえば早く終わる」といった実感が広がってきた。
ブースター登録者は500人を超え，昨年度からは長
岡市全域での実証もスタートし，20回の出動で延
べ97人を紹介するなど，雪かき道場ファミリーの
ネットワークが日常の屋根雪下ろし現場へと広がり
つつある。
特に保険制度には前例が少なく，「真っ白に整え

てから」ではなく「ブラックにならないグレー」を
探りながら一歩ずつ進めてきた経緯も紹介された。
近年は「Nishikigoi NFT（NFTはNon-Fungible 
Tokenの略。非代替性トークン）」を通じたデジタ
ル村民の広がりと連動し，雪下ろしや集落行事を支
える新たな担い手も増えつつある。星野氏（写真
11）は，雪かき道場，YUBO，デジタル村民，既
存の共助組織，行政支援など，複数の仕組みが重な

り合うことで，「ここに住み続けたい」という住民
の思いを支える多層的なネットワークをつくってい
きたいと語り，YUBOを「20年の歩みの上に立ち
上がった，次の10年の実践」と位置づけた。

6 - 9　竹内春華氏（長岡市山古志住民会議）
演題：世界初 人口800人の限界集落が「NFT」を
発行する理由
竹内氏（写真 12）は，山古志出身ではなく海沿

いの旧和島村から毎日山古志に通う，いわゆる「よ
そ者」であると自身を紹介した。中越地震の際に災
害ボランティアセンターの職員として山古志に入
り，「被災者なのに被災者に見えないほど強く，た
くましく暮らす人たち」の姿に惚れ込み，地域づく
り団体「山古志住民会議」の事務局を経て三代目代
表となった。地縁はなくとも，山古志の一員として
文化と暮らしを未来へつなぐ覚悟を語る。
しかし現実には，中越地震当時約 2,200人いた人

口は現在 700人前後まで減少し，保育園は休園，小
中学校は複式学級化，14集落の規模も4～100世帯
とばらつき，屋根雪下ろしや高齢者宅周りの除雪を
支える共助体制は確実に弱まっている。こうした人
口減少期の限界集落で，自助と公助だけでは支えき
れないところを，多様な人に開かれた共助でどう補
うかが大きな課題となっている。
そこで，地縁・血縁を超えた新たな「ファミ

リー」を世界中から集める試みとして始めたのが
「デジタル村民」プロジェクトである。山古志のシ
ンボル・錦鯉をモチーフにしたNFTを電子住民票
＝ファンクラブ会員証と位置づけ，有償で購入した
人を「デジタル村民」と呼ぶ。約3,000点の
Nishikigoi NFTが発行され，国内 7割・海外 3割，
約1,800人のデジタル村民が誕生し，累計3,000万
円以上の独自財源が生まれた。
デジタル村民はオンラインにとどまらず，「帰省」

と称して延べ1,000人以上が山古志を訪れ，雪かき
道場やYUBO，中越地震追悼行事，運動会や牛の
角突きなど，多様な場面で地域を支えている。毎朝
の「山古志ラジオ」配信や，小中学生 14人の運動
会の全面支援，「牛のツノファンクラブ」など，い
わば「推し活」として山古志に関わる人が増えてい写真 11　星野奈都子氏
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る。竹内氏は，住民・出身者・元ボランティア・デ
ジタル村民・学生らが重なり合うネットワークの中
で，雪かき道場やYUBOも位置づけ直されている
と述べ，「人口は減っても，山古志を好きで関わり
続ける人は増やせる」と締めくくった。

写真 12　竹内春華氏
 

6 - 10　瀬戸浦初美氏（兵庫県香美町社会福祉協議会）
瀬戸浦氏（写真 13）がかつて活動していた兵庫

県北部・香美町は，日本海側ほどの豪雪ではないも
のの，時に大雪に見舞われる降雪地域である。平成
25～26年に国交省モデル事業の助成を受け，除雪
ボランティア体制の構築に乗り出した当時，西日本
にはほとんど前例がなく，インターネットで調べて
も参考になる情報は得られなかった。そんな中で出
会ったのが，東日本で先行していた雪かき道場の実
践者たちである。
瀬戸浦氏は，「今の香美町の取り組みがあるのは，
このネットワークのおかげ」と振り返る。雪が多い
東北や北陸の取り組みを「教科書」としつつ，自分
たちなりにアレンジし，西日本の中山間地域という
条件のなかで，除雪ボランティアの受け入れや安全
な体制づくりを少しずつ形にしていった。近年は雪
の少ない冬が続き，活動は停滞気味だが，それでも

「雪が降ったときに動ける土台」を維持することが
大切だと語る。
現在，瀬戸浦氏は育児などの事情で除雪支援の現
場からは離れている。しかし，雪かき道場 20年の
場で各地の報告を聞き，自分たちが西日本の片隅で
手探りで始めた取り組みは決して間違っていなかっ
たのだと，改めて確信したという。子どもが成長し
たら，再び現場に戻って活動を続けたいという思い

も率直に語られた。
最後に瀬戸浦氏は，雪かき道場のネットワークが

この先30年，40年と続き，全国の豪雪地帯・降雪
地帯同士が知恵を持ち寄って支え合う未来を願って
いると述べた。「これからもよろしくお願いします」
というメッセージには，雪の多寡や地域規模を超え
てつながる「雪かきファミリー」の一員として，こ
れからも共に歩みたいという気持ちが込められて
いる。

写真 13 　瀬戸浦初美氏
 

7．第 3 部：企業・行政とのコラボ
第3部では，雪かき道場の理念が企業・行政の取
り組みにどのように広がり，除雪安全や雪害対策に
結びついているかが紹介された。

7 - 1　佐藤杏有子氏（新潟県地域政策課）
演題：除雪ボランティア「スコップ」と越後雪かき
道場の連携
佐藤氏（写真 14）は，新潟県地域政策課で条件

不利地域支援を担当しており，県主体の除雪ボラン
ティア「スコップ」を紹介した。「スコップ」は平
成10年度に開始され，雪処理の担い手が不足する
集落にボランティアを派遣し，高齢者等除雪困難世
帯の家周りの除雪を支援する取り組みである。目的
は，雪処理の負担軽減，集落の除雪力向上，ボラン
ティアと住民の交流促進，集落内のつながり強化の
4点で，「単なる除雪」ではなく交流も重視する点
が特色である。
令和6年度は全5回，延べ127名が参加し，長岡
市川口木沢地区と魚沼市大栃山地区では越後雪かき
道場と連携して実施した。参加者の8割以上は県外
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出身で雪に不慣れなため，県は平成 26年度から雪
かき道場の講師を招き，スコップやスノーダンプの
基本操作，安全帯の装着や屋根雪下ろしを学ぶ「ス
キルアップ講習会」を年 2回程度開催している。座
学と実技を組み合わせ，雪積み競争なども取り入れ
て，楽しみながら技術と安全意識を高めている。
後半では，屋根雪下ろし中の死傷事故が多い現状
を踏まえ，命綱やヘルメットなどの適切な使用を伝
える県主催の安全講習会について，雪かき道場と協
働して開催していることを紹介し，「スコップ」や
連携の様子を，テレビ等を通じて広く発信していき
たいと結んだ。

写真 14　佐藤杏有子氏
 

7 - 2　杉木道明氏（長谷川工業株式会社）
演題：雪下ろし用はしご「ハードルラダー」と安全
はしご普及への挑戦
長谷川工業の杉木氏（写真 15）は，創業70年の

はしごメーカーとして事故データを分析する中で，
「はしご事故の多くが雪下ろし中に起きている」と
気づいたことを出発点に語った。
雪国の暮らしが明るくない弊社は，越後雪かき道
場に相談し，2015年にアウトリガー付き新製品を
持ち込むが「雪国ではここまで大きく広げて使えな
い」と指摘され，現場とのギャップを痛感したと語
る。以後，雪かき道場メンバーらと協議を重ね，雪
に突き刺し固定する安定器の必要性，乗り移りを補
助する手がかり棒，最下段ステップ補強という課題
を整理した。
山形や長岡，豪雪地で試作機を検証する中で，

「最上段ステップに立ち大きく体を乗り出す動作そ
のものが危険」と気づき，最上段ステップをあえて

無くした雪下ろし専用はしご「ハードルラダー」を
開発，2018年にグッドデザイン賞を受賞した。そ
の後，安全性の本質を「手がかり棒」ではなく「最
上段ステップがない構造」と再定義し，全国向けに
最上段ステップを無くした「ラクノリシリーズ」を
展開。さらにJIS規格改訂を働きかけ，「最上段か
ら頂部までの距離が長くても強度試験に合格すれば
よい」とする新たな基準を実現した。出荷台数はま
だ少ないが，「長谷川＝安全なはしご」を標準にす
べく，安全仕様の普及とブランド再生に挑戦してい
ると締めくくった。

写真 15　杉木道明氏
 

7 - 3　須藤浩志氏（新潟県建築住宅課）
演題：命綱固定アンカーの普及啓発～新潟県建築住
宅課の克雪すまいづくりに関する取り組み～
須藤氏（写真 16）は，建築住宅課が長年取り組

んできた「屋根にのぼらない暮らし」づくりを紹介
した。県は平成5年度から克雪住宅の整備を支援
し，現在は「克雪すまいづくり支援事業」として，
雪に耐える・落とす・融かす住宅への改修や新築を
助成している。
転機は平成 23年豪雪で，多数の雪下ろし中の事

故を受け，「屋根雪対策への県民の意識を変える必
要がある」として検討委員会を設置。議論の結果，
平成24年に全国でも珍しい「新潟県住宅の屋根雪
対策条例」を制定し，①雪に強い住宅にしよう，②
やむを得ず屋根にのぼるときは安全対策を万全に，
③空き家の屋根雪も放置しない，という三つのお願
いを掲げた。
しかし現場では「命綱を結ぶ先がない」という課

題があり，県は令和元年に「屋根雪下ろしの命綱固
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定アンカーガイドブック」を作成，越後雪かき道場
や魚沼市建築組合と協働して改訂を重ね，写真やイ
ラストでアンカーの役割と設置方法を“見える化”
してきた。さらに，設置費用が約 20万円と高いこ
とから，令和3年度に特別豪雪地帯を対象とする

「命綱固定アンカー普及促進事業」を創設し，県と
市町村が合わせて 10万円を基本として補助。対象
を一般世帯にも広げ，4年間で約1,000件の設置を
支援してきた。防災イベント等で屋根模型と実物ア
ンカーを展示し，実際にロープを掛けてもらう体験
型PRも進めながら，「屋根に上がるなら命綱を，
その命綱にはアンカーを」という常識を地域に根づ
かせようとしている。

写真 16　須藤浩志氏
 

7 - 4　鈴木一氏（有限会社鈴文）
演題：雪おろし用アンカーの共同開発における当社
の取り組み
燕三条の金属加工企業・有限会社鈴文の鈴木氏

（写真 17）は，「安全帯はあるのに固定するアン
カーがない」という現場の声を受け，防災科研や雪
害対策企業と組むチーム「スノーコイン」の一員と
して命綱固定アンカー開発に踏み出したと語った。
鈴文は1963年から雪止め金具を手がけてきた会

社で，そのノウハウを活かし，まず平葺き・瓦棒葺
き・縦平葺きなど主要な金属屋根に対応する屋根用
ハーネスアンカーを開発，2020年にはグッドデザ
イン賞を受賞している。製品ごとに取扱説明書を作
成し，全国の屋根データを踏まえて地域ごとに適し
た製品を提案するなど，「金物＋情報提供」をセッ
トにした安全設計が特徴である。
講演では，喫緊の課題である瓦屋根用アンカーの

開発が詳しく紹介された。新潟県内の瓦の種類や普
及状況を調査し，瓦職人と議論を重ねた結果，垂木
に届く長さの釘で確実に固定すること，雨漏りを招
かない位置に設計することが重要だと判明。C字型
ストッパーで瓦に噛み合わせ，揺動プレートを介し
て垂木に止める構造を試験したところ，約400kgf
の荷重に耐えることが確認され，「どこにどう止め
るか」が安全の核心だと示された。
製品ごとに取扱説明書を作成し，全国のアンカー

は，三条市などで実施工され，雨漏りのないことや
目立ちにくい意匠が確認されている。現在は波板屋
根用，トンボ金具と組み合わせた製品，大学・雪か
き道場と共同で開発を進めるアルミ製の雪中埋設型
アンカーなどにも展開を広げており，「雪国の暮ら
しを豊かにし，事故のない屋根作業を実現する製品
をつくり続けたい」と締めくくった。

写真 17　鈴木一氏
 

7 - 5　渡辺昇平氏（有限会社ワタナベ建築）
演題：屋根除雪命綱固定アンカー製作と設置
川口地域の有限会社ワタナベ建築・渡辺氏（写真

18）は，「従業員を怪我させない」という現場の思
いから屋根除雪用アンカーの開発に取り組んできた
経緯を紹介した。　
試験的な取り付けでは，「補助金があれば普及す

る」という住民の声を受け，上村先生の後押しも
あってわずか2か月で補助制度が実現したというエ
ピソードも語られた。越後雪かき道場の講習場所
で，大屋根から落ちれば重大事故になる高さを体感
した渡辺氏は，雪のない時期にアンカーを設置し，
冬にボランティアが実際に屋根に乗る実験を実施。
ロープを外した瞬間の恐怖から「これは絶対に必要
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な装備だ」と確信したという。特に滑りやすく形状
も複雑な瓦屋根では，地域の大工や瓦職人と協力
し，複数人が乗っても耐えるワイヤーの張り方を何
度も試作・検証しながら工法を築いてきた。
豪雪地では雪に埋もれたアンカーを掘り出す作業
が大きな負担となるため，配管職人や鍛冶屋と連携
し，柱に固定する隠蔽型部材や，屋根勾配に合わせ
た支柱（ポール）と常設ワイヤーによる方式も開発
した。これにより掘り出し作業が不要となり，
100kg荷重試験でも安全性が確認されている。
さらに，アンカー設置が難しい住宅向けには，手
すり状の「雪下ろしガード」で墜落リスクを減らす
方法や，太陽光発電ベースを応用した新しいアン
カーなど，現場から生まれた工夫を次々と形にして
いる。最後に渡辺氏は，「行き先を確認し，直進で
作業する。横移動は極力しない」という職人の経験
則を共有し，行政・メーカー・研究機関と連携しな
がら，現場の知恵で安全文化を根づかせたいと述
べた。

写真 18　渡辺昇平氏
 

8．�第 4 部：雪かき道場，次の 10 年に向けて
の討論会

（ 1 ）20 年の歩みと「二つのミッション」
第4部では，上村の進行のもと，「雪かき道場，

次の10年に向けて」をテーマに討論が行われた。
時間が押すなかでも「20年の節目だからこそ，こ
れからの 10年を一緒に考えたい」と呼びかけ，ま
ず雪かき道場の歩みを整理した。
雪かき道場は創設以来，「除雪救援」と「除雪安
全」という二つのミッションを掲げてきた。前者で
は，雪の経験がないボランティアでも参加できる初

級プログラムを用意し，雪かき体験と受け入れ地域
との交流の場をつくってきた。後者では屋根雪下ろ
しの安全講習を中核とする中級プログラムを整備
し，屋根雪作業の暗黙知をテキスト化して第5版ま
で改訂してきた。こうした教材づくりの一つとして

「ユキカキカルタ」があり，2025年には長岡市内の
全小中学校に配布され，雪かき文化と暮らしの知恵
を子どもたちへ伝えるツールとなった。また，全国
各地の雪国とつながり，各地に「のれん分け」によ
る雪かき道場分家も育ってきた。安全帯と命綱のノ
ウハウの蓄積によって，かつてタブー視されてきた

「ボランティアが屋根に上がる」ことにも挑み続け
てきた。

（ 2 ）除雪安全とアンカー普及，行政・企業との連携
さらに「除雪安全」では，危険な一人作業が続く

屋根上の現実に向き合い，企業と協働した用具開発
や命綱固定アンカーの普及が進められてきた。軽く
て扱いやすいスノースコップなど，新しい道具づく
りに加え，「命綱をつけましょう」と言うだけでは
解決しない「結ぶ先がない」問題に対し，㈲鈴文や
㈲ワタナベ建築らと連携して各種アンカーの開発・
実装に取り組んできた。新潟県とは「険悪だった時
期もあった」が，現在は建築住宅課，地域政策課な
どと連携体制が築かれ，県職員が各地の屋根雪下ろ
し安全装備の体験講習会に同行するまでになった。
アンカー設置補助制度も創設され，累計で約1,000
軒のアンカー設置に活用された。設置済み住宅はま
だ7％程だが，「アンカー」という言葉の県民認知
は約67％に達し，20年にわたる啓発の成果として
紹介された。

（ 3 ）国の視点と「自助・共助・公助」のあいだ
国の立場からは，豪雪地帯対策特別措置法（以
下，豪雪法と略記）と豪雪地帯対策特別交付金を担
当する国土交通省国土政策局地域振興課の石井氏

（写真 19）が発言した。新潟出身でもある石井氏
は，「霞が関で作った制度は使われないことも多い
が，ここでは20年以上使い続けてもらっている」
と率直な喜びを語った。豪雪法と交付金は，豪雪地
帯の振興と安全を支える国の枠組みである一方，
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「本来は自分の家の雪は自分で下ろすべき」という
自助の原則と，高齢化・死傷事故の増加との間で葛
藤があると明かした。そのうえで，自助と公助の間
に位置づけられる「共助」は，従来の地域の互助が
崩れたあとに生まれた新しい社会システムではない
かと投げかけた。総務省の「ふるさと住民登録」
や，二地域居住・関係人口づくりなどの政策にも触
れ，遠方のボランティアも含めて「関わり続ける
人」を増やすことが，今後の豪雪地帯と雪かき道場
の10年を支える鍵になると示唆した。

写真 19　石井秀明氏
 

（ 4 ）担い手不足・空き家・子どもへの継承
中越防災安全推進機構の諸橋（写真 20）からは，

克雪計画づくりや交付金を活用した取り組みの現状
が報告された。雪下ろし業者への調査では，約半数
が「作業員は不足している」と回答しており，あと
数年しか続けられないする業者も少なくない。アン
カー等の安全設備がない住宅からの依頼は，「付き
合いがあるから受けているが，本音は断りたい」と
いう声が多く，今後は「アンカーがない家は原則断
る」という流れが強まると見込まれる。一方，長岡
市などのデータでは，雪下ろし支援が必要な世帯は
増加傾向にあるように見えるが，人口は減少し，高
齢者人口も頭打ちに向かうことを考慮すると，要支
援世帯はピークアウトしているという認識が示され
た。新築は克雪住宅化が進むことを踏まえれば，今
後の本質的課題は「担い手不足」と「空き家の増
加」であると指摘された。そのうえで諸橋は，「子
どもたちの中から雪下ろしを仕事にしたいと思う子
が出てくること」「安全装備をした子ども世代が雪
と関わる経験を積むこと」が鍵だと述べ，実際に雪

かき道場の装備をつけて手伝う小学生の姿や，遊び
の中で命綱の使い方を体で覚える子どもたちの事例
を紹介した。

（ 5 ）�豪雪過疎地の「臨界」と埋設型アンカーへの
期待

長野県鬼無里地区からは吉田廣子氏が再び登壇
し，豪雪過疎地の現状が語られた。人口は統計上約
1,000人だが実際は800人程度と見られ，年間約70
人が亡くなるペースで「10年後には誰もいないか
もしれない」という危機感がある。雪下ろしの経験
豊かな 80～90代は慎重に屋根に上がる一方，その
下の60～70代は経験が少なく転落事故が目立つ。
若い世代は雪下ろし経験がほとんどなく，除雪支援
員が屋根に上がる横で息子世代が家の中でテレビを
見ている場面もあるという。建設業者や社協，シル
バー人材センターはいずれも屋根雪下ろし作業を断
り，頼みの綱は少数の除雪支援員のみである。2年
前の豪雪では，約600世帯のうち師範4人が200件
以上の屋根雪下ろしを担った。こうした中で，夏の
安全講習と冬の雪かき道場をサイクル化し，若い世
代に経験を積んでもらうこと，そしてアンカー設置
を命を守る前提として広げていくことの重要性が強
調された。㈲鈴文が開発中のアルミ製埋設型アン
カーが手頃な価格になれば，支援員が一本ずつ携帯
し，アンカーのない屋根でも安全に作業できるので
はないかという期待も語られた。

（ 6 ）仕事と安全を両立する制度設計
中越防災フロンティアの田中（写真 21）は，雪

下ろし作業の有償マッチングをめざす「YUBO」の

写真 20 　諸橋和行氏
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構想を紹介した。過疎高齢化により弱体化する地域
の共助組織（住民による雪下ろしチームなど）と地
域外からの有償ボランティアを結びつけたい一方，
現行の有料職業紹介事業の枠組みでは地域の共助組
織が「雇用主」とみなされ，安全配慮義務や訴訟リ
スクが集中してしまう可能性がある。個々の作業者

（有償ボランティアを含む）を個人事業主として位
置づけるなどし，地域が過度なリスクを負わずに作
業依頼ができる制度設計が必要だと語った。また，
雪下ろし作業の安全対策が進めば民間業者による請
負も増え，冬期の収入源の一つになり得る可能性が
あると提起した。

写真 21　田中康雄氏
 

（ 7 ）閉会と「次の 10 年」への問い
締めくくりとして登壇した鳥取大学の筒井氏（写

真 22）は，多くの参加者は「雪かきそのもの」以
上に，「上村さんや諸橋さん，木村さんに会いたい」
から集っていると述べ，雪かき道場が培ってきた

「ファミリー」の関係性に注目した。統計上の人口
減少やピークアウトだけでは語れない，「目の前の
一軒をどう支えるか」という視点が大事であり，そ
のために仲間を増やすファシリテーション（ここで
は，人と人をつなぎ，つながりと行動を生み出すた
めの働きかけ・仕組みづくりを意味する）と中間支
援の力が必要だと指摘した。同時に，そうした人材
を育てるとともに，「ハードルを下げて支えるAIを
活用したファシリテーション」の可能性にも触れ
た。空き家対策の現場と同様，「人をつなぐ人が足
りない」という共通課題に対し，人口が減っても

「関わろうとする人」をつなぎ支える仕組みこそが，
次の10年の鍵になると結んだ。

最後に石井氏が，国交省内での空き家対策と豪雪
地の現状が今後の重要テーマであると補足し，懇親
会での継続議論を呼びかけた。主催者の上村は長時
間参加した会場に感謝を述べ，登壇者と参加者全員
に拍手を促すと，第4部は大きな拍手のうちに閉会
した。その後，会場は懇親会の準備に移り，「除雪
救援」と「除雪安全」を土台に，次の10年をどう
描くかという問いが，一人ひとりの胸に静かに残る
時間となった。

写真 22　筒井一伸氏
 

9．まとめ
今回の「雪かき道場20年全国交流会」は，単に

20年の歩みを振り返るイベントではなく，雪国の
未来を考えるうえで極めて重要な「節目の場」で
あった。雪かき道場が，どのように地域とともに育
まれ，どのように仲間を増やし，どれほど多様な形
で「地域のちから」へと変換されていったのか。そ
の全体像が，参加者の実感とともに把握できた。
全国から集まった登壇者の発表より，雪かき道場

は各地域で「技術の伝承」「安全の確保」「担い手育
成」「地域福祉」「企業CSR・人材育成」「関係人口
創出」といった多面的な価値を持つトリガーとして
機能していることがわかった。とりわけ多くの地域
で共通していたのは，以下の三点である。
第一に，雪かき道場が「雪かきを楽しく，誇りあ

る行為へと転換する文化の発信源」であった点であ
る。北海道の小西氏の実践に象徴されるように，雪
かきを“つらい労働”としてではなく，“地域を守
る誇りある営み”として再定義し，笑いや学びと結
びつけることで，若い世代や都市部からの参加者が
抵抗なく加わる環境がつくられてきた。この文化的
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な転換は，道場が育んだ最も大きな成果の一つで
ある。
第二に，雪かき道場が全国に「連帯のネットワー
ク」を生み出した点である。鬼無里，片品，糸魚
川，尾花沢，香美町など，地域ごとの課題や積雪条
件は異なるものの，「雪かき道場ファミリー」とし
て緩やかにつながり，互いの知恵と実践を共有して
きた。各地の道場が，それぞれの地域性を活かしな
がらも，共通の理念を共有し，互いを支え合う関係
を築いていることは，災害や地域課題への取り組み
を継続させるための強固な基盤となっている。
第三に，企業・行政との協働が「雪害対策の質」
を高めている点である。三菱ＨＣキャピタルのよう
な企業が長期的視点で人材育成を目的に参画し，社
員教育と地域貢献を両立させるプログラムを展開し
ている事例や，新潟県がアンカー設置補助制度や安
全講習会を通じて住民の自助・共助を支えている事
例は，雪かき道場の活動が社会システムへと組み込
まれつつあることを示している。安全装備や道具の
開発，講習体制を制度的に広げる動きは，雪かき道
場の理念が社会全体へと広がる象徴であり，雪国に
おける「産官民協働の成熟」を感じさせるもので
あった。
さらに討論会では，高齢化や人口減少，地域コ
ミュニティの脆弱化といった，雪国が直面する構造
的課題が議論された。これらは簡単に解決できる問
題ではないが，雪かき道場の実践は，そうした課題

に対して「人のつながり」と「共に学ぶ場」を通じ
て応答しようとする試みであることが確認された。
雪かきは単なる除雪作業ではなく，地域の人と人，
地域と企業，地域と都市部の若者をつなぐ媒介と
なっており，雪かき道場はその「場」として 20年
間機能してきた。
また，日向地区のように，除雪を入り口として地

域福祉やコミュニティ再編につながる事例，山古志
のYUBOのように有償ボランティアのマッチング
と救援体制を育む事例など，雪かき道場の枠組みが
地域特性に応じて派生しながら進化している点も特
徴的である。
これらの実践を総合すると，雪かき道場の 20年

は，「地域の雪をどう処理するか」という技術的な
問いから，「雪を通じて地域をどう育てるか」とい
う社会的・文化的な問いへと重心を移してきた歩み
であると言える。雪かき道場を媒介として，防災，
福祉，教育，企業CSR，関係人口創出など，多岐
にわたる領域との交差が生まれ，その広がりは，雪
かき道場が地域づくりのプラットフォームとして成
熟してきたと考えることもできる。
次の10年を展望するとき，登壇者が共通して口

にしたのは「多様な人材が関わる新しい雪国のあり
方」であった。高齢者だけに負担を集中させず，若
者，都市部のボランティア，企業人材，デジタル村
民など，多様な主体がそれぞれのペースと関わり方
で参加できる仕組みが求められている。雪かき道場

写真 23　雪かき道場 20 年全国交流会　集合写真
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は，その入口として機能し，未来の雪国の姿を形づ
くる重要な「きっかけ」となり得る。
本交流会を通じて得られた知見やつながりは，今
後の雪国政策，地域防災，地域福祉，さらには企業
CSRにとっても大きな財産となるであろう。20年
間の実践で培われた経験を土台として，雪かき道場
が次の 10年も「雪国の希望を灯す源」として，全
国の仲間とともに未来を拓いていくことを期待した
い。最後に 20年の集合写真（写真 23）を掲載し，
報告を締めくくる。
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